
 



公益財団法人笹川保健財団 

  世界からハンセン病を根絶しようという目標を掲げ、日本財団創始者 笹川良一氏を会長、日本

におけるハンセン病化学療法開発の父・石館守三氏を理事長として 1974 年に設立された団体（2011

年に財団法人から公益財団法人へ移行）。 

  世界各地への助成事業を通じて、ハンセン病への偏見・差別がなく、病に罹患した人が必要な治

療やサービスを享受でき、ハンセン病が問題とならない社会の実現に向けた取組を行っている。 

  厚生労働省が地域におけるハンセン病問題の解決を促進することを目的に全国の都道府県及び

市区町村の事業を助成する 2025 年度「ハンセン病対策促進事業」を受託している。 











  
 

 




